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 ご連絡先：〒231-0012 横浜市中区相生町１－１５ 第二東商ビル５Ｆ 

電話 ：045-226-5482        ＦＡＸ ：045-226-5483 

ｅ－ｍａｉｌ：info＠d-puroduce.com 
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-------------------------------------------------------------------------------------- 

「厚生年金基金脱退」を認める判決と 

加入事業者への影響 

 

◆厚生年金基金「やむを得ぬ理由の脱退 

認める」 

長野県建設業厚生年金基金の加入事業所

が、財政状況の悪化を理由に基金からの脱退

を求めていた訴訟で、8 月 24 日、長野地裁は

「やむを得ない理由」があるとして脱退を認

める判決を言い渡しました。 

 

◆訴訟の経緯 

原告である昌栄土建興業は、2011 年 1 月、

加入する長野県建設業厚生年金基金に対し、

財政悪化や使途不明金の発覚などを理由に脱

退を申請。ところが、同基金の代議員会は脱

退を認めなかったため、同年 6 月に控訴しま

した。 

基金側は、「加入している基金の脱退が相

次ぐと存続できなくなる」として、脱退には

代議員会の議決が必要だと主張しましたが、

同基金では 2010年に 23億円の使途不明金が

発覚しており、また、当時の事務局長の指名

手配などの特殊な事情が「脱退を認めるやむ

を得ない理由」として、脱退を認める判決が

下されました。 

同基金は 9 月 4 日に東京高裁へ控訴、厚生

労働省にも控訴審への参加を求めており、今

後の行方が注目されます。 

 

 

◆全国 576 基金のうち約半数は代行割れ 

厚生年金基金は運用の低迷が続いており、

2011 年度末では全国 576 基金のうち、約半

数の 286 基金が代行部分に損失を抱える「代

行割れ」状態となっています。 

加入している厚生年金基金から脱退する

には、自社の積立不足分を一括納付すること

が条件ですが、体力のある企業だけが抜け、

逆に経営の苦しい企業のみが取り残されるこ

ととなれば、今後、ますます厳しい状況とな

ると考えられます。 

現状の制度では、「弱者だけが基金に残る

構図」と言わざるを得ません。 

 

◆脱退を希望している他の基金に影響も 

ある年金コンサルティング会社では、今年

2 月に発覚した「ＡＩＪ投資顧問」による年

金消失問題を機に、脱退に関する相談が例年

の倍以上になったとのことです。 

今回の判決では、使途不明金などの特殊な

事情があるとはいえ、基金に加入している事

業者に影響を与える可能性は十分にあります。 

仮に今後、脱退が増えると仮定すると、脱

退企業からの多額な資金が入ることにより、

一時的には基金の財政は良くなるかもしれま

せんが、中期的にみれば本質的な解決にはな

らず、さらに厳しい状況になるでしょう。 
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従業員の健康診断をめぐる最近の動き 

 

◆通過待ちの改正労働安全衛生法案 
国会通過待ち（継続審議）となっている改

正労働安全衛生法案は、職場のメンタルヘル

ス疾患増加に対応するため、健康診断に併せ

て従業員の精神的健康の状況を把握するため

の検査を義務付ける内容となっています。 

この改正に対応するため、厚生労働省では、

メンタルヘルスについて専門的な対応を行う

ことのできる医療機関を養成するための事業

（外部専門機関選任事業）を始めることに

なったそうです。 

これまで健康診断の場で医師による問診

はありましたが、「その場で従業員の精神的

健康の状況まで把握することは困難ではない

か」といった議論もあったようです。実際の

検査はこうした専門医療機関の利用も想定さ

れているようです。 

 

◆健保組合からの健康診断を医療機関に 

仲介するサービス 

企業の健康保険組合から受注した健康診

断を医療機関へ紹介する仲介サービスについ

て、利用料金の下落が続いているそうです。

健保財政の悪化に加え、新規参入のサービス

提供会社が増えたことが要因です。サービス

の基本料金が 1 人当たり 3,000～3,500 円ほ

どで、5 年前に比べて約３割も安くなってい

るとのことです。 

健保組合が医療機関へ独自に健康診断を

依頼するよりも人件費が削減でき、仲介サー

ビスを利用する健保組合は増加しているそう

です。 

 

◆「健康管理」は「コスト管理」 

従業員が健康であればこそ、会社の生産性

も高まります。長期休業者の発生や欠員補充

に伴う新人の指導等は、他の従業員にも負担

を与えます。 

従業員の健康管理は、会社の安全衛生管理

体制や健保財政等のコストに直接的・間接的

に影響を及ぼします。今後の動きに注目した

いところです。 

 

若手社員の「仕事・転職・キャリア意識」 

に関する調査 

 

◆所得増加は「将来の貯蓄」のため 

株式会社キャリアデザインセンターが実

施した「仕事・転職・キャリア意識に関する

調査」（25～34 歳・大卒以上の若手社員 620

名が対象）によると、前年と比べて現在の年

収が「増加した」とする回答が約 4 割に達し、

「減少した」は約 1 割にとどまったことがわ

かりました。 

現在よりも明確に所得を上げたいと回答

した人の割合は約 6 割となり、理由としては

「将来のための貯蓄」を挙げています。 

消費の節約を積極的に行いたいと考える

人は前回調査よりも増加しているとのことで、

若手社員の堅実な特徴がうかがえます。 

 

◆転職意識はあるが社内での昇進にも意欲 

転職については、8 割以上の人が「より良

い会社があれば、現在の会社を辞めて転職し

てもよい」と考えているという結果になりま

した。 

一方、出世や昇進への意欲・関心は最近の

調査で上昇傾向です。10 年後も現在の会社で

仕事を続けるイメージを持つ人が増加し、最

近５年間では最も高い値となっています。 

 

◆「リーダー経験」より「専門性向上」を重

視 

働く理由としては、「自分の生活のため」

「自由に使えるお金を得るため」「将来の貯

蓄のため」が上位に挙がっており、「自分の成

長のため」「周囲の人から認められたい」等の

理由は減少傾向にあります。 

仕事においては、「リーダー経験」よりも

「専門性向上」を重視する傾向が強く、「優秀

な上司」が仕事上の成長要素として必要であ

るという意見は前回調査よりも増加しました。 

また、仕事の目標として、「社外でも通用

する経験・能力を身につける」「年収を上げ
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る」が上位に挙がっていますが、「社内外の人

脈作り、社内評価」を目標とする人の割合が

増えています。 

 

◆若手社員は安定志向か？ 

今どきの若手社員は、「より条件が良い会

社があれば転職したい」という気持ちは持ち

つつも、貯蓄等を目的として社内での昇進へ

の意識も高く、終身雇用制度への支持も高い

など、実際には安定志向の面が見られます。 

慎重・堅実タイプの若手社員をいかに活用

できるかは、企業において今後の課題となる

でしょう。 

 

10 月の税務と労務の手続 

［提出先・納付先］ 

 

10 日 

○ 源泉徴収税額・住民税特別徴収税額の納

付［郵便局または銀行］ 

○ 雇用保険被保険者資格取得届の提出＜前

月以降に採用した労働者がいる場合＞

［公共職業安定所］ 

○ 労働保険一括有期事業開始届の提出＜前

月以降に一括有期事業を開始している場

合＞［労働基準監督署］ 

 

31 日 

○ 個人の道府県民税・市町村民税の納付＜

第 3 期分＞［郵便局または銀行］ 

○ 労働者死傷病報告の提出＜休業 4日未満、

7 月~9 月分＞［労働基準監督署］ 

○ 健保・厚年保険料の納付［郵便局または

銀行］ 

○ 日雇健保印紙保険料受払報告書の提出

［年金事務所］ 

○ 労働保険料の納付＜延納第 2 期分＞［郵

便局または銀行］ 

○ 労働保険印紙保険料納付・納付計器使用

状況報告書の提出［公共職業安定所］ 

○ 外国人雇用状況報告（雇用保険の被保険

者でない場合）＜雇入れ・離職の翌月末

日＞［公共職業安定所］ 

D プロセミナー（10 月）のお知らせ 

行政機関による定期調査や指導が、今まで

以上に頻繁かつ細かく実施されています。こ

れを受け、弊社では「是正勧告セミナー」の

開催を決定致しました。 

■日時 ：10 月 18 日(木) 13:00~18:00 

：10 月 25 日(木) 16:00~17:30 

■場所 ：第 2 東商ビル 2F 

 ：※弊社事務所は同ビル 5F 

■費用 ：3,000 円（税込） 

 

上記セミナーに合わせ「個別無料相談会」

を実施致します（一社様につき約 1 時間）。 

■日時 ：10 月 4 日(木) 13:00~18:00 

 ：10 月 11 日(木) 13:00~18:00 

 ：10 月 18 日(木) 13:00~15:00 

 ：10 月 25 日(木) 13:00~15:00 

■場所 ：第 2 東商ビル 2F 

 ：※弊社事務所は同ビル 5F 

■費用 ：無料（先着 20 社様） 

 

お申し込みは、「電話・FAX・E-mail」に

てお願い申し上げます。ご不明な点等ござい

ましたら、お気軽にお問い合わせ下さい。 

 

 

編集後記 

皆さん、おはようございます。社会保険労

務士法人 D・プロデュースの田中です。 

 

暑い夏がようやく終わりました。毎日暑く

て、この夏は終りがあるのだろうか？と思っ

ていましたが、ようやく秋の気配が感じられ

るようになりました。気がつけば、夜 7 時頃

まで明るかったのが、6 時頃には暗くなり始

めます。にぎやかだったセミの声も聞かれな

くなり、少し寂しい気もします。 

 

この季節は、スポーツの秋・芸術の秋・食

欲の秋・読書の秋などといわれます。確かに

暑くて何もする気がしなかった夏が終わると、

いろいろしたくなります。私はこの秋は「読

書の秋」にしようかと思っています。 
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娘の小学校の時の校長先生が「言葉はひと

を育てる基本」と話されていたのが印象に

残っています。ある本に「優しい言葉には優

しい心が、温かい言葉には温かい心が、丁寧

な言葉にはおもいやりの心が詰まっている」

とあるそうです。 

 

言葉ひとつ、言い方ひとつで印象や場の空

気が変わってしまうことはよくあります。読

書をしたからといって正しい言葉や使い方が

習得できる訳ではありませんが、たくさんの

言葉や知識、考え方を知ることは、自分の想

いを相手に伝える・相手の話を聞いて想いを

汲み取る手助けになると思います。最近読む

本はハラハラドキドキのミステリーが多かっ

たのですが、いろんなジャンルの本に挑戦し

ようかと思っています。 

 


